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場所 ３階　企画展示室３階　企画展示室３階　企画展示室

日時 2015 年 5 月 6 日（水・祝）2015 年 5 月 6 日（水・祝）2015 年 5 月 6 日（水・祝）
　　午後１時 30 分～３時　　午後１時 30 分～３時　　午後１時 30 分～３時

定員 ４０人　（当日受付、会場までお越しください。参加無料）４０人　（当日受付、会場までお越しください。参加無料）４０人　（当日受付、会場までお越しください。参加無料）４０人　（当日受付、会場までお越しください。参加無料）

企画展「世界のバリアフリー絵本展」関連イベント

読書工房代表

成松　一郎

伊藤忠記念財団電子図書普及事業部長

矢部　剛

よこはま布えほんぐるーぷ代表

松村　治美

よこはまライブラリーフレンド代表

依田　和子

視覚に障がいのある人、読み書きに困難がある人、外国につながりのある子どもたちなど、
市販されている本あるいは図書館の蔵書がそのままの状態では「読めない」「読みにくい」
読者、子どもたちが大勢います。
｢僕も読めた！｣ ｢私の好きな本を見つけた！｣ これまで読書をあきらめていた子どもたち
の「笑顔」をつくるために、さまざまなサポートを行っている団体の皆さまの活動を紹介
します。

対象 どなたでもどなたでもどなたでもどなたでも
（学校教職員、図書館職員、障がいのある子どものいるご家族、
 読書バリアフリーに興味、関心のある方など）
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ゲスト

通常の本では読書が困難な子ども達への支援のため、
様々な児童書を電子化（マルチメディア DAISY 規格）
した「わいわい文庫」を製作、寄贈しています。
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『多文化に出会うブックガイド』などの書籍を出版して
います。また、専修大学では、多様な立場にある図書館
利用者について知るための授業を担当しています。

障がいのある子ども達に絵本の喜びを、おもちゃの楽
しさを感じて欲しいという思いから、読むだけでなく、 
「さわれる」 ｢はめたり、はずしたり｣できる物を考案
したのが始まりでした。

元・IFLA（世界図書館連盟）児童・ヤングアダルト分
科会常任委員。日本図書館協会児童青少年委員会委員。
鶴見大学講師（児童サービス論）。「かながわこどもひ
ろば」創設。




